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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年2月12日(2016.2.12)

【公開番号】特開2015-107398(P2015-107398A)
【公開日】平成27年6月11日(2015.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2015-038
【出願番号】特願2015-46832(P2015-46832)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３５２Ｆ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２８　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３５２Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機と、遊技者
所有の遊技用価値を用いて持点を加算するとともに前記遊技機と通信可能に接続される遊
技用装置とを備え遊技用システムであって、
　前記遊技機は、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定する特定手段を含み、
　　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認す
るための通信番号とともに前記変化量を特定可能な更新情報を前記遊技用装置へ送信し、
　　該更新情報の送信から次回の更新情報の送信までの間における前記特定手段により特
定された変化量を今回変化量として記憶するとともに、該変化量を送信した後においても
前回変化量としてバックアップして記憶する変化量記憶手段をさらに含み、
　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する持点記憶手段を含み、
　　前記更新情報を受信するとともに、前記通信番号を含む所定の情報を前記遊技機に送
信し、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に応じて更新する持点更新手段
とを含み、さらに、
　　前記遊技機から送信されてきた前記通信番号を加算更新して該更新後の通信番号を含
む動作指示を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信した通信番号をバックアップし
て記憶し、
　前記遊技機は、前記送信されてきた通信番号をそのまま前記遊技用装置へ返信するとと
もに、最後に受信した通信番号をバックアップして記憶し、前記遊技用装置との間での通
信開始時において、前記記憶している最後に受信した通信番号と前記今回変化量および前
記前回変化量の両方を特定可能な更新情報とを送信し、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値でありか
つ前記遊技用装置が送信した動作指示に応答した返信を未だ受信していない動作指示送信
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中のときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量
と前記前回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方、
前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であるとき、または、前記動作指示送
信中ではなくかつ前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値であるときには、前記
遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量を用いて前記持点記
憶手段が記憶している持点の補正を行ない、
　前記遊技機は、持点を記憶する副持点記憶手段を含み、該副持点記憶手段が記憶してい
る持点を前記遊技用装置へ送信し、
　前記遊技用装置は、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点と、前記副持点記憶手段が記憶している持点と
の整合性を判定する判定手段を含み、
　　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行す
る、遊技用システム。
【請求項２】
　持点による遊技が可能であり入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機と通信可能に
接続するための接続部を備え、遊技者所有の遊技用価値を用いて持点を加算する遊技用装
置であって、
　持点を記憶する持点記憶手段を含み、
　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認する
ための通信番号を含む所定の動作指示を前記遊技機に送信するとともに、遊技への使用お
よび入賞の発生に応じた持点の変化量を特定可能な更新情報を、前記遊技機より受信し、
　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新手段
とを含み、さらに、
　前記遊技機に送信した通信番号を該遊技機からそのまま受信し、該通信番号を加算更新
して該加算更新された通信番号を含む動作指示を前記遊技機に送信するとともに、最後に
送信した通信番号をバックアップして記憶し、さらに、前記遊技機との間での通信開始時
において、前記遊技機が最後に送信した通信番号と前回の更新情報の送信以降における前
記遊技機での持点の変化量である今回変化量および該今回変化量以前に更新情報として送
信された変化量である前回変化量の両方を特定可能な更新情報とを受信し、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値でありか
つ前記遊技用装置が送信した動作指示に応答した返信を未だ受信していない動作指示送信
中のときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量
と前記前回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方、
前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であるとき、または、前記動作指示送
信中ではなくかつ前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値であるときには、前記
遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量を用いて前記持点記
憶手段が記憶している持点の補正を行ない、
　遊技への使用および入賞の発生に応じて前記遊技機側で更新している持点を前記遊技機
より受信したときに、当該受信した持点と、前記持点記憶手段が記憶している持点との整
合性を判定する判定手段を含み、
　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行する
、遊技用装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（１）　持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機（
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パチンコ機２）と、遊技者所有の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数
）を用いて持点を加算するとともに前記遊技機と通信可能に接続（コネクタ３３０、２０
と接続配線）される遊技用装置（カードユニット３）とを備える遊技用システムであって
、
　前記遊技機は、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定する特定手段（遊技機制
御用のマイクロコンピュータ、加算玉数カウンタ、減算玉数カウンタ）を含み、
　　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認す
るための通信番号（シーケンスナンバー（ＳＱＮ））とともに前記変化量を特定可能な更
新情報を前記遊技用装置へ送信し（玉数制御基板１７が遊技機通信部３２５へ加算玉数や
減算玉数を送信し）、
　　該更新情報の送信から次回の更新情報の送信までの間における前記特定手段により特
定された変化量を今回変化量として記憶するとともに、該変化量を送信した後においても
前回変化量としてバックアップして記憶する変化量記憶手段（図５；現加算玉数を記憶す
る加算玉数カウンタ、現減算玉数をカウントする減算玉数カウンタ、前回玉関連情報とし
ての前加算玉数を記憶する領域および前減算玉数を記憶する領域）をさらに含み、
　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ）を含み、
　　前記更新情報を受信するとともに、前記通信番号を含む所定の情報を前記遊技機に送
信し（遊技機通信部３２５）、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に応じて更新する持点更新手段
（制御部３２３）を含み、さらに、
　　前記遊技機から送信されてきた前記通信番号を加算更新して該更新後の通信番号を含
む動作指示を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信した通信番号をバックアップし
て記憶し（図４；制御部３２３のＲＡＭ）、
　前記遊技機は、前記送信されてきた通信番号をそのまま前記遊技用装置へ返信するとも
に、最後に受信した通信番号をバックアップして記憶し（図４；玉数制御基板１７のＲＡ
Ｍ）、前記遊技用装置との間での通信開始時において、前記記憶している最後に受信した
通信番号と前記今回変化量および前記前回変化量の両方を特定可能な更新情報とを送信し
（図３９～図４７；最終ＳＱＮと前回玉関連情報と現在玉関連情報とを含むリカバリデー
タをリカバリ応答として送信）、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値でありか
つ前記遊技用装置が送信した動作指示に応答した返信を未だ受信していない動作指示送信
中のときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量
と前記前回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方（
図４１、図４３、図４５）、前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であると
き、または、前記動作指示送信中ではなくかつ前記遊技機から送信されてきた通信番号が
同じ値であるときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今
回変化量を用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行ない（図３９、図４０
、図４２、図４４、図４６）、
　前記遊技機は、持点を記憶する副持点記憶手段を含み、該副持点記憶手段が記憶してい
る持点を前記遊技用装置へ送信し、
　前記遊技用装置は、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点と、前記副持点記憶手段が記憶している持点と
の整合性を判定する判定手段を含み、
　　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行す
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　（５）　持点による遊技が可能であり入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機（パ
チンコ機２）と通信可能に接続するための接続部（コネクタ３３０）を備え、遊技者所有
の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数）を用いて持点を加算する遊技
用装置（カードユニット３）であって、
　持点を記憶する持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ）を含み、
　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認する
ための通信番号（シーケンスナンバー（ＳＱＲ））を含む所定の情報を前記遊技機に送信
するとともに（遊技機通信部３２５）、遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変
化量を特定可能な更新情報を、前記遊技機より受信し（加算玉数や減算玉数を玉数制御基
板１７より受信し）、
　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新手段
（制御部３２３）とを含み、さらに、
　前記遊技機に送信した通信番号を該遊技機からそのまま受信し、該通信番号を加算更新
して該加算更新された通信番号を含む動作指示を前記遊技機に送信するとともに、最後に
送信した通信番号をバックアップして記憶し（図４；制御部３２３のＲＡＭ）、さらに、
前記遊技機との間での通信開始時において、前記遊技機が最後に送信した通信番号と前回
の更新情報の送信以降における前記遊技機での持点の変化量である今回変化量および該今
回変化量以前に更新情報として送信された変化量である前回変化量の両方を特定可能な更
新情報とを受信し（玉数制御基板１７から加算玉数や減算玉数を受信し）、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が同じ値でありか
つ前記遊技用装置が送信した動作指示に応答した返信を未だ受信していない動作指示送信
中のときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今回変化量
と前記前回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方（
図３９、図４３、図４５）、前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であると
き、または、前記動作指示送信中ではなくかつ前記遊技機から送信されてきた通信番号が
同じ値であるときには、前記遊技機から送信されてきた更新情報により特定される前記今
回変化量を用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行ない（図３９、図４０
、図４２、図４４、図４６）、
　遊技への使用および入賞の発生に応じて前記遊技機側で更新している持点を前記遊技機
より受信したときに、当該受信した持点と、前記持点記憶手段が記憶している持点との整
合性を判定する判定手段を含み、
　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行する
。
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